
リコール届出日：平成２８年　９月３０日

リ コ ー ル 届 出 番 号

届出者の氏名又は名称

不具合の部位（部品名）

改 善 措 置 の 内 容

不 具 合 件 数 事故の有無

発 見 の 動 機

型  式 リコール対象車
の台数

備 考

QKG-FQ1ARBA 「日野 FQ1ARB-10080 1

　プロフィア」 平成24年12月20日

QKG-FQ1EWBG FQ1EWB-10298 1

平成25年 5月16日

LDG-FW1AXBG FW1AXB-10021～FW1AXB-10225 11

LKG-FW1AXBG 平成23年 1月 7日～平成25年 8月 7日

QKG-FW1AXBG

QPG-FW1AXEG FW1AXE-10049 1

平成26年12月 4日

LDG-FW1EWBA改 FW1EWB-10028 1

平成23年 1月28日

LDG-FW1EXBG FW1EXB-10153～FW1EXB-16712 37

LKG-FW1EXBG 平成22年 8月31日～平成26年 1月30日

QKG-FW1EXBG

市場からの情報による。

リ　コ　ー　ル　届　出　一　覧　表

３９０２

　全車両、インタアクスルディファレンシャルを良品と交換する。また、
ディファレンシャルオイル量を点検し、オイル量が不足している場合は、
ディファレンシャルキャリア一式を良品と交換する。
　なお、交換用部品の全数供給に時間を要することから、オイル漏れの点検を
行い、漏れが認められた車両から順次、インタアクスルディファレンシャルを
良品と交換する。

　大型・中型トラックのインタアクスルディファレンシャルにおいて、
インプットシャフトフランジの製造が不適切なため、インプットシャフトの
回転バランスがとれていないものがある。そのため、インプットシャフトの
回転がアンバランスとなり、ベアリングが損傷し、そのまま使用を続けると、
ベアリングが焼き付き、インプットシャフトが折損して、最悪の場合、
プロペラシャフトが脱落して走行不能となるおそれがある。

平成２８年　９月３０日リ コ ー ル 開 始 日

問い合わせ先：お客様相談窓口
TEL 0120-106558

基準不適合状態にあると認
める構造、装置又は性能の
状況及びその原因

なし

日野自動車株式会社
代表取締役社長  市橋　保彦

自動車使用者及び自動車分
解整備事業者に周知させる
ための措置

動力伝達装置（インタアクスルディファレンシャル）

・自動車分解整備事業者：日整連発行の機関誌に掲載する。
・改善実施済車には、運転者席側ドア開口部のドアストライカー
　付近に№３９０２のステッカーを貼付する。

・使用者：ダイレクトメールまたは直接訪問で通知する。

０件

車 名 リコール対象車の車台番号
の範囲及び製作期間

通 称 名

日 野

連絡先 自動車局 審査・リコール課

リコール監理室

TEL 03-5253-8111 内線 42354

ｱﾄﾞﾚｽ ： http://www.mlit.go.jp
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型  式 リコール対象車
の台数

備 考車 名 リコール対象車の車台番号
の範囲及び製作期間

通 称 名

QPG-FW1EXEG 「日野 FW1EXE-10737～FW1EXE-14153 5

QPG-FW1EXEJ 　プロフィア」 平成26年 7月29日～平成27年 8月25日

LKG-FW1EZBG FW1EZB-10078～FW1EZB-10270 4

LKG-FW1EZBJ 平成22年12月21日～平成23年10月24日

LDG-GK8JKAA 「日野 GK8JKA-10035 1

　レンジャー」 平成23年 2月24日

LDG-GK8JRAA GK8JRA-10148 1

平成24年12月12日

LDG-GK8JUAA改 GK8JUA-10051～GK8JUA-10052 2

平成24年 9月13日～平成24年 9月14日

LDG-GK8JWAA GK8JWA-10029～GK8JWA-10170 2

平成22年12月 1日～平成25年 3月26日

（製作期間の全体の範囲）
(計 18 型式)    (計 2 車種) 平成22年 8月31日～平成27年 8月25日 (計 67 台)

備考；本件は、平成２８年７月２７日リコール届出番号「３８６３」でリコール届出を行ったものであるが、

　　　対象車両に漏れがあることが判明したため、追加届出を行うものである。

【注意事項】リコール対象車の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれている場合があります。

日 野
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